
◆7 番（平野利和君） 皆さん、こんにちは。公明党の平野利和です。11 月の雲仙市市議会

議員選挙におきまして、市民の皆様に御支援をいただき 2 期目の当選をさせていただきま

した。この 4 年間市民の皆様の御期待に添えるよう精進してまいります。議長のお許しを

いただきましたので質問に入らせていただきます。 

 最初に、観光促進についてお尋ねいたします。 

 私、今回 2 期目に挑戦させていただく公約として、小浜温泉を利用したバイナリー発電

を実証実験から本稼働につなげ、雲仙市全体の観光促進に活用していくことを掲げさせて

いただきました。御承知のとおり、この取り組みは小浜温泉組合、一般社団法人小浜温泉エ

ネルギーが主体となって行っておられます。これが軌道に乗り、全国各地より修学旅行、視

察等が増え、小浜温泉、雲仙温泉が活気づくように希望しております。 

 先程今日の昼のＮＨＫテレビにおいて報道があっておりましたが、全国にアピールでき

たと思っております。我が公明党の環境大臣政務官であった秋野公造参議院議員に相談し、

何度も視察、助言をいただいているところであります。この事業は雲仙市のみならず日本に

とって大事な実証実験だと位置づけられております。日本の先端をいく、この小浜温泉バイ

ナリー発電、来年 4 月より本稼働に向けた雲仙市としての関わりも含めた方向性をお尋ね

いたします。 

 あとの質問、道路進捗状況、瑞穂すこやかランドの運営、市役所窓口業務、がん対策につ

いては自席にて行います。どうかよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大久保正美君） 金澤市長。 

◎市長（金澤秀三郎君） 平野利和議員の御質問にお答えいたします。 

 小浜温泉の豊富な未利用温泉水を活用した温泉バイナリー発電の実証実験が、環境省の

委託事業として平成 23 年から取り組まれ、本年 4 月の開所以来再生可能エネルギーとして

の活用が注目されております。小浜温泉バイナリー発電の観光活用につきましては、本年 4

月から小浜温泉観光協会などが企画運営いたしました小浜温泉ジオツアーにおいて、修学

旅行等や議会の視察研修などを受け入れており、視察者全体の数としましては平成 25 年 11

月現在で約 1,700 名と伺っております。 

 市としましては、小浜温泉の新たな観光資源であることから近隣の観光資源と組み合わ

せた視察研修等のコースとして集客に結びつくことを期待しているところでございます。 

 なお、残余につきましては、担当より答弁をさせていただきます。 

○議長（大久保正美君） 山本観光物産まちづくり推進本部長。 

◎観光物産まちづくり推進本部長（山本松一君） 小浜温泉バイナリー発電の観光活用につ

いてのお尋ねですが、全国に先駆けた未利用温泉水を使った実証実験が始動するに当たり、

修学旅行等の教育旅行や議会及び大学等の視察研修での活用が見込まれておりましたので、

市としましては新たにバイナリー発電の仕組み等を盛り込んだ内容の修学旅行誘致用のパ

ンフレットを作成し、関西や広島方面の旅行会社へセールスを実施いたしております。また、

小浜温泉観光協会などが実施されております小浜温泉ジオツアーをＰＲするチラシの作成



費用につきましても、市の補助金による支援を行っているところでございます。 

 バイナリー発電実証実験につきましては来年 3 月 31 日までとなっておりますが、市とし

ましては、実証実験後に本稼働となった場合においても、引き続き修学旅行誘致活動でのＰ

Ｒや旅行会社等への働きかけに加え、関係団体が取り組む小浜温泉バイナリーを活用した

観光客誘客につながる事業に対して支援を行っていきたいと考えております。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） ただ今答弁いただきましたが、バイナリーをしっかり取り組んでい

ただき雲仙市の目玉となり、観光につなげていっていただきたいと考えております。 

 それと、来年は雲仙国立公園指定 80 周年と聞いております。国を挙げてのイベントもあ

るように聞いておりますが、これを期に一過性の温泉地ではなく滞在型の温泉地に変わら

なければ成り立っていかないと私は考えます。 

 これは 6 月 1 日の長崎新聞なのですが、「新登山道が開通」というところに書いてありま

す。 

 雲仙市は 5 月 31 日、2012 年の市観光統計を発表した。1 年に市内を訪れた観光客数は述

べ 346 万 1 千人、2％増。しかし、雲仙普賢岳の新登山道開通などで日帰り客は増えたが、

東日本大震災発生で行き先を東日本から九州へシフトした修学旅行生や一般観光客がもと

に戻り、宿泊客が減った。 

と書いてあります。ですから、やっぱり登山道も開通しておりますので、いろんな誘致をし

ていただいて滞在型の観光地にならなければならないと考えております。この記念行事等

に国の要人とかいろんな方もおみえになられると思いますので、この時に雲仙市の考えを

アピールするようにしてはどうかということを思っておりますが、どのようにお考えでし

ょうか。 

○議長（大久保正美君） 山本観光物産まちづくり推進本部長。 

◎観光物産まちづくり推進本部長（山本松一君） 国立公園「雲仙」指定 80 周年事業でご

ざいますけれども、日本で最初に国立公園の指定を受けた雲仙が、来年の 3 月 16 日に 80

周年を迎えることから、全国に向けた情報発信や県内外からの観光客誘致につながるよう

事業内容等を検討しているところでございます。 

 現在、環境省、九州地方環境事務所、長崎県、島原半島 3 市、それから島原半島観光連盟

で立体的に事業展開をしていくために実行委員会設立に向け協議を行っているところでご

ざいます。 

 市としましても、国立公園雲仙は島原半島 3 市に関係することでもあり、同時に島原半

島世界ジオパーク認定の 5 周年を迎えることから、本市も含めた島原半島を全国にＰＲし

ていきたいと思っております。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 検討していると、まだ検討段階なのですか。お尋ねします。 

○議長（大久保正美君） 山本観光物産まちづくり推進本部長。 



◎観光物産まちづくり推進本部長（山本松一君） 今、国立公園「雲仙」指定 80 周年事業

では実行委員会というのを立ち上げてやっていこうということでしております。今現在、先

程申し上げました団体等含めて 13 団体でございますけれども、実行委員会を予定で 12 月

18 日に作って、会長は雲仙市長ということでしていくようにしているところでございます。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 来年のことをまだ検討中ということですか。12 月に初会合と今お

っしゃいましたけども、それで間に合うのですか。 

○議長（大久保正美君） 山本観光物産まちづくり推進本部長。 

◎観光物産まちづくり推進本部長（山本松一君） これにつきましては、先程申し上げまし

たように、九州環境事務所等々の 13 団体で 12 月 18 日にそういったイベントも含めて計画

しているところでございます。これにつきましては、準備について数回、この会議について

はしているところでございます。実行委員会として立ち上げるのが 12 月 18 日でございま

す。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） わかりました。とにかく午前中の質問にもありましたけども、雲仙

市が主体となって無駄のないような観光の取り組みをお願いしておきたいと思っておりま

す。 

 2 問目として、これも公約でしたが、愛野・小浜バイパス構想のことでお尋ねいたします。 

 御承知のとおり、西目、愛野から小浜に通じる国道 57 号一本しか通っておりません。私

が 2 年目の時だったと思うのですが、私が質問しました緊急搬送の要請があった場合、交

通事故等の何らかの事情で国道が塞がった時、市民の皆様の命を守ることができないと質

問しました。この市民の皆様の命を守ることが第一だとの考えから再度お尋ねいたします。 

 現在、愛野展望台、風力発電があるところから千々石の高台を通り、小浜の北野までの区

間を雲仙市が整備をしております。しかし、一番難関な北野から小浜の鬢串までがどうにも

ならない状態であり、本年 3 月 25 日、島原半島 3 市の市長、議長、前井上議長と同行し、

我が公明党の太田国土交通大臣に要望書をじかに渡してまいりました。帰ってから、その後、

国土交通省長崎河川国道事務所、そして福岡の九州整備局、そして再度東京の国土交通省に

出向き、具体的に島原半島の航空写真を用いて状況を説明してきました。 

 雲仙市議会として、毎年要望活動してきたことですが、17 年間も県より相手もしてもら

えなかったこの事業が、今年 8 月 8 日、国土交通省長崎河川国道事務所の所長、県、そして

雲仙市の金澤市長とともに視察が行われております。一歩階段を上ることができたのでは

ないかと私は思っております。このことは雲仙市民の命を守ることとして、早く事業化をす

ることを希望しますが、その後どのような経過取り組みが進んでいるのかお尋ねいたしま

す。 

○議長（大久保正美君） 野口建設整備部長。 

◎建設整備部長（野口孔明君） 愛野・小浜バイパスの現状についてでございますけども、



今議員申されたとおり、今年につきましては市単独の要望も行っております。 

 それで現在でございますけども、愛野から小浜までの地域における現状の課題や問題を

研究整理し、改善に向け取り組むための勉強会を国と県、そして雲仙市の 3 者とで昨年度

より行っております。11 月 8 日には第 3 回勉強会を開催し、全線をいくつかの区間に分け

て事業化を検討する方法も踏まえ、早期の事業化ができないか協議を行っておるところで

ございます。 

 勉強会では、医療、地域振興、防災面の便益が重要事項であり、事業実現に向けて要望し

ていく上でこれらの調査や情報収集等を行い、具体的な資料を作成することが必要とされ

ております。 

 また、基本的な費用便益についても算定が必要となってまいります。今後市といたしまし

ては、必要な資料を国・県にも協力していただきながら十分な資料作成を行い、この勉強会

の中でも愛野・小浜バイパス道路の必要性、重要性を強く訴え、早期実現に向けて要望して

いきたいと考えております。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） これはもう秋野公造参議院議員がおっしゃっていたことなのですけ

ども、ルート設定がなされなければ国として予算がつけにくいというようなことをおっし

ゃっとったのですが、このことはどうお考えですか。 

○議長（大久保正美君） 野口建設整備部長。 

◎建設整備部長（野口孔明君） 今現状におきましては、あくまでも国といたしましては現

状の課題の整理が必要だと。 

 それと、今愛野・小浜バイパスにつきましては命の道ということで、医療、地域振興、防

災の面からの重要性を要望しております。ですから、今言いました命の道としての地域振興、

医療、防災面の具体的な資料、数字的にあらわせれば一番いいと思いますけども、そういう

のを作成する必要があるということを言われております。市としてもある程度資料作成に

ついては限界がございますので、国・県と勉強会の中でも資料等に協力していただきながら

作っていきたいと考えております。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） わかりました。一刻も早く国・県、地元との打ち合わせができ、早

く完成することを望みます。 

 3 問目として、瑞穂すこやかランドの運営について質問いたします。 

 千年の湯があるところと言ったほうがわかりやすいと思いますが、平成 24 年度から指定

管理を辞めて雲仙市直営となっております。雲仙市直営となった年の 6 月ぐらいに担当課

に出向き、今後の雲仙市としての方向性を尋ねました。その時に 2 年間ほどランニングコ

ストなどを見ながら検討していきたい旨の答えだったと記憶しておりますが、来年 4 月で 2

年になります。どのような今後の方向性になったのかお尋ねいたします。 

○議長（大久保正美君） 岸川教育次長。 



◎教育次長（岸川孝君） 瑞穂すこやかランドの運営の方向性でございますけども、結論か

ら申しますと現段階では指定管理に出すということは困難であるというふうに考えており

ます。 

 その理由でございますけども、平成 24 年度から直営による運営を行っており、設備の修

繕、それから経費節減のための地下水利用などの対策を行いながら運営をしておるところ

でございますけども、施設の老朽化により配管に係る部品等も頻繁に故障するような状態

でございまして、また浴室からの漏水、さらには源泉の水位の低下などがありまして、温泉

施設としての根幹に関わる課題も発生をしております。そういったことで、運営上課題が山

積をしているというのが指定管理に出すことが困難であるというふうに考える理由でござ

います。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） では、雲仙市がこの先ずっと運営をしていこうとお考えなのか。雲

仙市直営となったことによりサービスが低下をしていると、利便性が悪くなっているとい

う声が多々あります。今までは休業が多く利用する方に不便を強いられている。この声にど

ういうふうな受け止め方をされておりますか。 

○議長（大久保正美君） 岸川教育次長。 

◎教育次長（岸川孝君） 現在直営から指定管理による運営を行うというためには、ただ今

申しました源泉ポンプの故障とか源泉の水位の低下等々、温泉が活用できなくなった場合

の対応をまず定めておく必要があると考えております。従いまして、そういった課題に対応

する対応策をできる限り早期に判断して、指定管理についての方向性を見定めてまいりた

いと思っております。 

 今、平野議員のほうから直営になってサービスが低下したり、運営が悪くなったというこ

とは私たちもお聞きをしているところでございまして、職員についてはそういった面を、特

にお客様商売サービス産業であるということを十分指導してまいりたいというふうに考え

ております。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 地元の皆様の声は、瑞穂すこやかランド千年の湯をもう潰そうと考

えているのじゃないかという声があります。このことはどうお考えですか。 

○議長（大久保正美君） 岸川教育次長。 

◎教育次長（岸川孝君） 教育委員会としましては、先程申しましたような課題があること

を抱えながら、現在それに対応をしているわけですけども、すぐ潰すということは考えてお

りません。これにつきましては瑞穂地区の自治会等と今後利用の促進を図ったりしていき

ましょうという話を持たせていただいたりして、できる限り利用活用が多くなるように一

緒に力を合わせて頑張ってまいりたいというふうに思っております。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 地元の方は、やっぱり何度か今話し合いとか説明会をされてるみた



いですが、なかなか皆さんが理にかなった、そういう答えが出てこないと。ですから、もう

相当不審に思ってらっしゃるのです。ですから、私は地元との教育委員会、雲仙市との考え

が違う、すれ違いみたいなのがあると思いますので、私はもっともっとそういういろいろな

活用の仕方があるのじゃないのかなと思ってます。 

 というのは、やっぱり農業の従事者の若者の方たちとか、いろんな民間の考えをそこに取

り入れるとか、そういうことを地元の皆様と対話を進めて、とにかく前に発展するようにし

てもらいたいという考えを持っていますが、本当に対話をして皆さんと運営方法をどうし

ようかということの話し合いは持たれようと思ってらっしゃいますか。 

○議長（大久保正美君） 岸川教育次長。 

◎教育次長（岸川孝君） 今現在、千年の湯につきましては、自治会長初め地域の団体の代

表者の皆さんで千年の湯活性化委員会というのを結成をして、もう今年度 2 回会議をして、

千年の湯の状況等についての御説明はしているところでございます。 

 そういった千年の湯の活性化委員会で今議員が御提案になられましたその他の方たちの

意見交換、提案を聞く機会等も考えてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） では、地元の皆様が考えてらっしゃること、例えば温泉の水位とか

いろんなことを考えられて、それがまともじゃないですけど、すぐ答えが返ってこないとか。

ちょっとおかしいとか上がってますけども、いろんなことを思ってらっしゃるわけですね。

そこら辺をとにかくはっきり皆さんと話をして、そして運営方法といいますか、そこら辺を

もう存続というような形の分をしてほしいと思うのですが、どうでしょう。 

○議長（大久保正美君） 岸川教育次長。 

◎教育次長（岸川孝君） 確かに先般の千年の湯活性化委員会の中で、データとか知識が足

らずに説明ができなかった部分等ございました。そこら辺は十分出入りの業者等とも話を

しながら説明ができるような形で今後地元の皆様に説明していけたらというふうに思って

おります。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） とにかく、そういう地元とのすれ違いといいますか、そこら辺をち

ょっとなくして、一緒の方向を向いて運営をしていただきたいとお願いをしておきます。 

 4 問目、市役所窓口業務について、土曜、日曜の市役所窓口開設を提案いたします。 

 昔と違い社会形態が変化している現在、働いている家庭がほとんどだと思います。市民の

方から市役所にどうしても出向かなければならない用事で、会社の上司に休みないし早退

などを言うと嫌な顔をされると。だから、土曜日、日曜日に午前中にでも受け付けてくれる

と助かるという声があります。雲仙市でも考えてみてはどうでしょうかという私の提案な

のですが、これは隣の島原市では土曜、日曜、午前中あけておりますが、どうでしょうか。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） 休日、土曜、日曜の窓口開設につきましてのお尋ねでござ



います。 

 雲仙市としましても、そういう土日しか来れないということで市民の皆さんからお声を

いただきまして、平成 20 年 4 月から時間外窓口開設事業という形で始めさせていただいて

おります。これにつきましては発行業務が主でございますが、住民票や税の証明書などの交

付について平日の勤務時間が主でございますが、連絡をいただいておれば時間の制限はご

ざいますが、夜間であったり土曜日曜に交付をする仕組みでございます。もちろん印鑑であ

ったり、お金であったり身分を証明するものであったりといういろんな要件はございます

が、現在はそのような形で交付をさせていただいているところでございます。 

 議員御提案の土日の窓口の開設につきましては、この事業をもう一度さらに周知をしな

がら御利用をいただくとともに、やはり市民のニーズについてもう一度考えさせていただ

きまして、その勤務体系とか関係部局全体を総合的に勘案しながら考えてまいりたいと思

っております。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） ここに島原市から窓口開庁の実績ということでもらっております。

これはグループという所属でありますけども、うちは課だと思うのですが、税グループとか

市民窓口グループとか福祉保健総務グループとか、いろんなのがあります。ここで一番多い

のが市民窓口だとあります。これが他のところは何百件しかないのですが、ここは 2,600 件

とか 3 千件とか、そういう毎年推移をしています。ですから、皆さんが一番希望されること

は何かということ今調べてとおっしゃいましたけども、市民の皆様がこういう助かると考

えていらっしゃるのであれば、導入も考えてもいいのじゃないのかなと思っているのです

が、再度お願いいたします。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） 今議員が調査結果を申されましたように、基本的には住民

票であったり、各種証明書が主なものでございます。我々も今取り組んでおります分につき

ましては、先程申しました時間外窓口開設事業につきましても同じものでございます。おっ

しゃるように、転入の新規の届け出であったり、転出であったりというものは割と少ない数

だということで、私もそちらの島原市のほうのは聞いておりますので、そこら辺の補完につ

いては本事業でもできるのじゃないかなというのは考えておりますが、さらにもっとこう

いうサービスができないかという部分も要望としてはございますので、そこも総合的に考

えていきたいということで現在思っておるところです。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 先日、名古屋の孫が、どうしても戸籍謄本が欲しいと、月曜日に必

要だということで金曜日の夜に急に電話があったそうで、相談がありました。すぐ役所のほ

うに相談しましたが、土曜、日曜は電算が止まっているということで、私は相談された方に

説明し、納得してもらったのですが。しかし、私、後で考えてみたら、島原市が動いている

のに雲仙市はつなぐことができなかったのかなと、ちょっと考えたのですが、そのことはど



うですか。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） 島原広域の電算につきましては、昔で言えば各町単位でデ

ータの引き出しをスイッチを入れることができる形になっておりますので、雲仙市につい

ては今、土日の期間については機械を動かさないように、動かしてくれというお願いをして

おりませんので、問い合わせがあった時点で止まってたというのは事実だと思いますが、動

かすことは可能であるということで御理解いただきたいと思います。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 動かすことは可能ということは、前もってということでしょうけど

も、どう判断すればいいのかな。わかりました。もう少し今部長がおっしゃった時間外業務

ですか、そこはもっと具体的にちょっと教えていただけませんか。例えば電話で土曜日の何

時に取りに行きますよと、それでも可能なのですか。具体的なこと教えていただけませんか。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） 勤務をしている時間中に逆に言えば職員がいる時間なので

すが、この時間帯に連絡をいただければ、今議員がおっしゃったように、平日でございます

と午後 7 時ぐらいを目処に。（「電話でもいいのですか」と言う者あり） 

 はい、電話で。それから、平日が無理で土日に来たいということであれば、通常の勤務時

間ぐらいに当直の方にお願いして交付する事業でございますので、どなたかが外来の受付

にはいますから、そこで対応ができるシステムでございます。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） なかなか押し問答しても一緒ですけど、休日にあけるとなると人件

費がかかるなと私もちょっと考えたのです。島原市からは、いや、それはかからんですよと

いうような答えでした。言うなればローテーションで回してるのでしょうけども、人員配置

に関しては総務部長の管轄でしょうから、畑中総務部長、今私がるる質問してること、どの

ように考えられますか。島原市は本庁と有明庁舎、うちは 7 庁舎ありますけども、庁舎の違

いはあると思うのですが、やっぱり本庁だけでもどうかなと思っているのですが。 

○議長（大久保正美君） 畑中総務部長。 

◎総務部長（畑中隆久君） 今の御質問聞いておりますけども、今後仮に雲仙市におきまし

て土日の窓口の開設をした場合、最もコストがかからない方法で運用することが重要とい

うふうに考えております。他の自治体の実施状況について、うちの関係部局と連携をしなが

ら、コスト面や体制も含めた十分な調査をしたいと、取り扱い業務の内容の検討など、組織

体制も含めて総合的な観点から研究をしていきたいというふうには考えております。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 研究をしていくと、わかりました。どの部署もあけてくれとちょっ

と言いにくいのですが、人員配置とか予算がかかることでしょうから、私が希望しますのは

市民の皆様が何を一番希望されているのか、そういうことを例えば住民票であるとか戸籍



抄本であるとか緊急に必要なところだけでもあけることはできないのだろうかというとこ

ろの私のお願いでございます。それ 1 つ答弁をお願いいたします。 

 そして、広域電算に、土曜日、日曜日につなげるとなると、費用、負担金がかかるのです

か。そこら辺をちょっと教えてください。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） まず、開設部署につきましては、市民が最も希望する部署

について考えていきたいということは重々理解いたしました。それと広域電算のシステム

をあける分については、もちろん電気はかかると思いますが負担金は生じないのじゃない

かなというふうに考えております。 

○議長（大久保正美君） 畑中総務部長。 

◎総務部長（畑中隆久君） 今の最後の質問でございますけども、広域電算はタイマーをセ

ットしておりますので、職員は出勤をしておりません。ですから、それについての負担はか

かりません。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） わかりました。じゃ、今言ったようにとにかく市民の皆様がそうい

う要望があるのであれば、負担金もかからないのであれば、前向きに検討していただきたい

と思っております。 

 最後に、胃がんで死亡する人を減らしたい。市民の皆様が胃がんで亡くなる方を減らした

いとの思いから、検診にピロリ菌検査導入を提案します。このことは 2 年前にも一般質問

を私行いましたが、その時の答弁が「国の動向を見て検討していきたい」との答弁でした。

現在国は今年の 2 月よりピロリ菌の除菌を保険でできるようになっております。がんによ

る死亡を部位別で見ると、肺がんに次ぎ胃がんだそうです。日本では毎年約 12 万人が胃が

んと診断され、年間 5 万人の方が胃がんでなくなっておられるようです。 

 2 年前にも私説明しましたが、ピロリ菌について若干説明をいたします。戦後敗戦から復

興した日本は、上下水道を初めインフラ整備をしております。社会インフラを整備する前の

時代、不衛生な環境により多くの日本人がピロリ菌に感染したと思われております。殺菌処

理されていない井戸水、沢水などを飲み、ピロリ菌に感染してしまったそうです。高齢者の

ピロリ菌感染率は、実に 8 割に及ぶという推計もあります。戦後のベビーブームによって

誕生した団塊の世代もピロリ菌に感染しているのは確実と言えると思います。 

 そこで、ピロリ菌とはどういうものなのか私が知っていることをお話したいと思ってお

ります。議長のお許しを得ておりますので、図によって説明をいたします。場内の皆さんに

は配付しておりますので、それをご覧いただきたいと思います。 

 〔図面を示す〕 

 図の一番右上ですか、ピロリ菌の状況のレントゲン写真です。この虫みたいなのがピロピ

ロおりますが、これがピロリ菌で、このことは今私が申した不衛生な時代、殺菌をされてな

い井戸水とか水道水を飲んだ時にピロリ菌が入ってきます。これは、胃の中には住み着いて



おります。ただ、免疫作用が下がった時、ないしは高齢にずっと年を重ねることによって免

疫作用が落ちていくそうです。その時にピロリ菌が動き出すということだそうです。 

 具体的に言うと、私はヘルペスに 10 月ごろかかりました。というのは、ヘルペス菌とい

うのは皆さん誰でも持っておるというお医者さんの説明でした。じゃ、なぜ出てくるのか。

これはさっき言った免疫作用、もう本当に疲れたりとか、ストレスとかそういうことがあっ

た時に、このヘルペスが全面に出てきたそうです。それと同じような理屈でピロリ菌が動き

出します。動き出すと血液、血管で白血球がよってくるそうです。 

 私たちが風邪を引きます、喉が痛くなります。その時には風邪の菌が喉に入り込んで、そ

こに白血球が集まって風邪の菌をやっつけると同じように、ピロリ菌がおりますよという

判断をすると白血球がよってきて、この粘膜をいたずらをしてピロリ菌を食べようとする

そうです。しかし、ピロリ菌は胃の中には胃酸がありますので、この強い胃酸にやられない

ような胃の仕組みになっているそうです。いくら白血球がピロリ菌をやっつけようとして

も届かない。だから、胃潰瘍であり胃炎であり、なっていくそうです。 

 ここに、この図に書いておりますが、ストレスとかアルコールとかいろんな形でピロリ菌

が動き出した時に、この白血球が胃の粘膜をやっつけて胃がんになりやすい状態になって

いくというようなことを教えてもらいましたことをちょっと、皆さんに御紹介したいと思

います。 

 今の時代、井戸水や山から汲んできた水を飲むとピロリ菌に感染するのか。上下水道が発

達した現代ではピロリ菌はいないのではないかという疑問があります。現代の人間は、ピロ

リ菌感染者は減少しているそうです。さっき言った上下水道が発達して、水道もきれいな殺

菌されているのを飲んでいますから。成人した我々の胃の中には、さっき話した胃酸という

のがあります。私たちは、口でかみ、小さくなる前に飲み込む。すると、胃酸でじゅっと溶

かします。ですから、それほど強い胃酸ですから、成人者はピロリ菌を飲んでも胃酸でやら

れるそうです。 

 じゃ、いつ感染するのか。赤ちゃんの時だそうです。おっぱいを飲んでいる赤ちゃんは胃

酸が必要じゃなく、離乳食を食べているころも胃酸は必要ではないそうです。その時に、

我々感染しているピロリ菌を持っている人たちが、孫とかに食べ物をニャンニャンして食

べさせる、または口移しで食べさせる、この時に感染すると言われているそうです。 

 前置きはこれぐらいにして、団塊の世代の 60 歳以上の方が、今説明したようにピロリ菌

に感染することが高いそうです。現在は胃がんで亡くなる方は 5 万人ぐらいと申しました

が、この年代の人たちが年齢を重ねることにより免疫作用が衰えてくるとピロリ菌が活発

になり、白血球が攻撃するようになる。胃の粘膜が破壊され、胃炎から胃がんへと移行する

確率が高くなると言われております。亡くなる方の数は 6 万人から 7 万人ぐらいになるの

じゃないかなということです。 

 ですから、その方たちは団塊の 65 歳以上の方たちであろうかと思いますが、胃の中にい

るであろうピロリ菌の除菌をすることにより、胃がんで亡くなる人を助けることができる



のであればとの提案を私はしたいと思っているのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） 議員の最終的には、胃がんの発病の予防としてピロリ菌の

検査をということでのお尋ねだと思います。私たち市としましては、胃がんにつきまして早

期に発見し治療するということで、がんによる死亡を先程御紹介あったように、大変な数の

がんの死亡者ですので防ぐことを目的に、市では現在問診と胃の部分のＸ線検査によるが

ん検診を実施しているところでございます。これは厚生労働省が定めたがん予防重点健康

教育及びがん検診実施のための指針、ガイドラインを作ってらっしゃる関係で、胃がん検診

については問診及び胃部のレントゲン検査が推奨されていることによるものでございます。 

 先程議員が御紹介されましたとおり、ピロリ菌は胃粘膜を萎縮させたり、ひいては胃炎、

胃潰瘍、それから十二指腸潰瘍も引き起こす原因とされております。これについては発表も

あっておりますし、そのとおりだと思っております。 やはりこの胃潰瘍、十二指腸潰瘍が

ひいては胃がんを引き起こすとも言われておりますので、議員おっしゃるとおりこのピロ

リ菌退治については大変重要であると思っております。 

 こういう大体解明されて背景がわかってきた関係で、本年の 2 月からこのピロリ菌検査

と除菌につきましては、医療保険で適用されることとなっておりますので、議員おっしゃる

ように市民の皆様が積極的にこの検査や除菌を受けられるようお知らせをもっと強化をを

していきたいなというふうに感じているところでございます。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 特定検診は先日重要なお知らせとして新聞折り込みに入りました。

市民の皆さんもこういう検査を受けながら自分の体を守っていかないといけないというの

は御承知なのでしょうけども、この特定検診と同時に便検診もしますよね。便の中に血液が

交じっていないか検査をするのですが、その後血液が混じっているとカメラの検査をしま

す。必ずしも大腸がんにかかっているとは限らないと思うのです。それと同じようにピロリ

菌検査も便で検査することができるそうですので、検査をして、ピロリ菌がいれば除菌すれ

ばよいと、私は同じようにできると思うのですが、どうでしょうか。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） 議員おっしゃるとおり検査については、その一つとして検

便による検査があるとお聞きをしております。もちろん血液検査であったり、息の検査、ガ

スの成分の検査とかいろいろあるようでございます。それで今議員が御紹介のように、集団

検診の中でと多分おっしゃってるのだと思うのですけど、集団検診の中でどの検査ができ

るのか。紹介のあった便検査とか、血液検査とかはあろうかと思います。そこら辺の費用と

か、集団検診となりますと我々が取り扱っておるのは国民健康保険の方だけになります。社

会保険の方は、それぞれの事業所がすることになります。 

 そのがん検診がそれだけでいいのかとか、いろんな問題が出てくると思うのですね。です

ので、まずもっては先程申しました今年の 2 月からは保険診療で受けられますので、こち



らを強く推進していきたいなと。それは検査も受けられますし、もしおれば、先程おっしゃ

ったように 8 割はピロリ菌がいるとお聞きします。ですので、検査も除菌も直ちに行える

ということになりますので、そちらを推奨すべきじゃないのかなと思っております。あと全

体の胃がん検診の一つの方法としてピロリ菌検査をどうするのかというのは、先程の方法

の中でいろいろ値段もございますし、費用の負担も問題もございますので、どういう形で進

めていくかは別途検討の余地があるのじゃないのかなというふうに考えております。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） ピロリ菌がもういなくなれば、胃潰瘍とか慢性胃炎とか、ましてや

がん、胃がんになりにくいということですので、毎年、毎年、放射線を当ててするのをナン

センスじゃないのかなと私は思うのですが、そこら辺も医療費が莫大なものになっていっ

ているのじゃないのかなという気がいたします。他の自治体は、このピロリ菌検査を検査時

に導入する自治体が増えております。有効であれば私は導入すべきと考えます。 

 ちょっと副市長にお尋ねです。私が副市長と言ったのは、年齢的にそうかなと思ったので、

副市長にお尋ねします。ピロリ菌の除菌をされたでしょうか。そして、年齢も私が提案して

いる団塊の世代だと思っております。胃がんのリスクがあると言われたら、ピロリ菌がいる

かどうか検査をしたいですよね。副市長の個人的な考えでいいです、お願いします。 

○議長（大久保正美君） 境川副市長。 

◎副市長（境川秀生君） 今平野議員からお話がありましたように、私も 65 歳以上ではあ

りませんけども団塊の世代の 1 人だと思っておりますし、小さいころに生水を飲んだり井

戸水で生活をいたしておりましたので、ピロリ菌については以前から気にとどめておりま

したし、以前検査を受けました。そのうちに、あなたの胃の中にはピロリ菌がうようよして

いるという診断を受けて、それから投薬での治療を約半年間ほどして、現在では主治医の話

ではいないと、おりませんということでの結果をいただきましたけれども、毎年 1 回検診

を受けます折には、ピロリ菌の検査もあわせて現在は行っております。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） ありがとうございました。的中したですね。団塊の世代の年代を過

ぎると、というのは昭和 30 年代生まれ、昭和 40 年代生まれなどは、ピロリ菌の感染者は

ぐっと減ってくるそうです。上下水道が発達し、殺菌もされているということですね。団塊

の世代の方たちだけでもピロリ菌の除菌をすることにより、胃がんの手術代など医療費は

安くなる、ひいては国民健康保険料も下がってくるのではないでしょうかという私の考え

なのですが。 

 今申したとおり、特定検診やがん検診など市民の皆様に自分の体は自分で守るという考

え方から受診をしていただきたい。大病になる前に早期発見して医療費削減、何よりも胃が

んでなくなる市民の皆さんを助けることになると考えるのですが、もう一度答弁をお願い

いたします。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 



◎市民生活部長（広瀬章文君） 私もピロリ菌の除菌をされた方の胃潰瘍とか十二指腸潰瘍

の再発率が極端に落ちるというお話を聞いております。例えば除菌をされてない方は 7 割

とか 9 割ぐらい再発するけど、除菌をされた方は数％しか胃潰瘍、十二指腸潰瘍の再発は

ないというお話は聞いておりますので、そういう意味でもピロリ菌の除菌、検査につきまし

ては、胃がん防止のためには大変有効な手段だと思っております。まずは何度もなりますが

今年 2 月から、そういう意味でこれが保険適用になったと思っておりますので、これをま

ずは進めるべきじゃないのか。 

 あと集団検診の中で、がん検診として胃がん検診としてピロリ菌検査を導入するのには、

例えば全体という概念もございますので、先程申しました市が行う集団検診は国保の対象

者ですから、全体の市民という争点もありますので、どういう方法が一番適当なのかは、や

はり研究する必要があろうかと思っておりますので、まずは 2 月からせっかく適用になっ

ておりますので、皆さんが受けられるように進めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） 最後に市長にお尋ねします。今まで聞かれてピロリ菌検査のことに

関して、どうお考えですか、お尋ねいたします。 

○議長（大久保正美君） 金澤市長。 

◎市長（金澤秀三郎君） 私も専門家ではないのですが、胃がんの死者数が年間 5 万人前後

で結局減っていないのだそうです。それで、今後胃がんを発症する年代の方が人口動態的に

増えるので、このピロリ菌対策をとるタイミングとして非常にいいのではないかという御

指摘があるということは伺っております。 

 先程の市民生活部長の答弁どおりなのですが、今後研究を重ねてまいりたいというふう

に思います。 

○議長（大久保正美君） 平野利和議員。 

◆7 番（平野利和君） では、雲仙市だけではちょっと無理でしょうから、長崎県南高医師

会の南島原市と協議して、ピロリ菌除菌の勉強会をしたらどうかなという思いがあります。

先生の方、議員の方、役所の方、そして市民の皆さんも含めた、そうすればかたくなな頭が

柔らかくなるのじゃないかなと思うのですが、もう一度最後に答弁をお願いいたします。 

○議長（大久保正美君） 広瀬市民生活部長。 

◎市民生活部長（広瀬章文君） なるべく頭を柔らかくしてまいります。医師会との協議に

つきましては、このピロリ菌に限らず検診であったり、今から先の防止であったり、いろん

な助言をいただく機会を持っていただいております。このテーマも加えて、常に勉強会なん

かを開いていただきながら学んでいきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（大久保正美君） これで 7 番、平野利和議員の質問を終わります。 


